
外部評価個票
令和６年度 令和７年度

令和11年度
(最終目標)

グループ名 市町村における郷土愛醸成事業
小６：80.9％
中３：70.9％

小６：85.4％
中３：80.8％

成果指標及び
成果実績

令和４年度 令和５年度事業名 郷土愛を育む活動推進事業費 開始/終了(予定)年度 H29 /

創設背景
（課題）

・少子高齢化を伴う人口減少や若者の県外流出等により、本県の活力低下が懸念される中、子どもた
ちが郷土を知り、郷土への理解を深めるとともに、学ぶ機会を均等に持つことが大切である。このた
め、郷土への愛着を深め、地元への定着を図るとともに、確かな学力を育成するため、市町村からの
要望も踏まえ、当事業を創設したもの。

小６：83.3％
中３：80.5％

- -

部局・担当課名 教育局・教育政策課
小６：67％
中３：53％

小６：69％
中３：54％

小６：70％
中３：55％

小６：85.9％
中３：81.3％

小６：87.9％
中３：83.3％

成果指標設定の考え方

実績

当初見込み

実績

当初見込み

事業の目的
郷土を学ぶ学習や地域資源を活用した様々な体験活動等を通して郷土愛を育み、併せて読解力や表現
力の向上、教育格差の是正を図る

1/2

執行率５０％未満の場合の要因分析
令和３年度令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

県の裁量の有無 補助の相手方

〇 市町村

成果指標は、本事業の補助対象である小学５、６年生及び中学１～３年生の郷土愛の醸成の定量的分析を行うため、小学６年生及び中学３年
生の全児童生徒を対象とした全国学力・学習状況調査の児童生徒への質問項目のうち、関連が高い項目を設定している。

事業概要

【支援対象者】
・新聞を活用した教育活動を実施する市町村

【支援要件】
・小学校の第５～６学年並びに中学校の第１～３学年までの各学級に新聞を配置し、当該新
聞を活用して郷土愛の醸成に資する教育活動を推進する場合

【支援内容】
・事業に使用する新聞の購読料金の1/2を市町村に補助
　（１学級につき１紙まで、月単価４千円上限、９か月上限）

【最終受益者】
・新聞を活用した教育活動を行う県内小中学校の児童生徒

補助概要

補助率
（最終受益者に対する補助率）

④

財源内訳
（単位:千円）

国庫支出金 ６,５１１ ６,２８３ ６,２８３
県債

当初予算額
（単位:千円）

１４,０３２ １３,０２２ １２,５６７ １２,５６７ １２,５６７

その他特定財源

計 １４,０３２ １３,０２２ １２,５６７ １２,５６７ １２,５６７

一般財源 １４,０３２ ６,５１１ ６,２８４ ６,２８４ １２,５６７

執行率
（％）

96% 99% 100% 99% 0%

決算額
（千円単位）

１３,４５２ １２,８５２ １２,５０６ １２,４１６

②当初の目的や役割を一定程度達成しているのではないか。
（当初の目的・役割の達成程度からみて、継続するのは妥当か。） A

全市町村で来年度も事業を実施する意向であり、一部市町村からも本事業の継続について要望が
出されるなど、引き続き継続することが妥当である。

③人口減少を受けて受益者が減少し、コストに見合っていないのではない
か。（開始時から受益者が減少しても、継続するのは妥当か。） B

上記のとおり事業は継続することが妥当だが、事業開始時と比して学級数等が減少していること等を
踏まえ、補助対象を精査することが必要（実施学級数；令和３年度（ピーク）1,246学級→令和７年度
1,171学級）

事業所管部局による評価・検証（令和７年度９月末まで）

項目 評価
（ABC）

評価に関する説明

全
て
の
事
務
事
業
の

検
証
の
視
点

①長く継続し、社会経済情勢の変化とミスマッチになってないか。
（開始時から社会経済情勢の変化を考慮して、継続するのは妥当か。） A

事業の教育的効果については、全市町村からアンケートで高い評価を得ている。また、現行の学習
指導要領において、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善のため適切な活用を図る
ものの一つとして新聞が位置づけられており、ミスマッチはない。

課
題

〇 全市町村から高い評価を受けるとともに、事業効果も表れている事業である。
　・事業の教育的効果がある→全市町村　・来年度も事業継続の意向→全市町村
　・地域をよく知り考える児童生徒の割合は全国より高い傾向
　　　〔小６〕H30；52% → R7；83%（全国81%）〔中３〕H30；45% → R7；81%（全国75%）

　・本事業を実施している学校は家庭学習時間が長い児童生徒（平日２時間以上）の割合が高い傾向
　　　〔小６〕事業実施校16%、未実施校14%　〔中３〕実施18%、未実施15%

〇 一方で、学級数や授業日数の減少等を踏まえ、補助内容を精査することが必要である。
　・学級数（特支除く普通学級）は、H29年度（事業開始時）と比して、令和７年度は15％前後減少
　　　　小学校（H29）2,226学級　→　（R7）1,884学級（△15.4％）
　　　　中学校（H29）1,007学級　→　 (R7) 　845学級（△16.1％）

　・授業日数は令和元年度と比して、小中とも４日程度減少（最頻値）
　　　　小学校（R1）208日　→　(R7)204日　、小学校（R1）204日　→　(R7)200日
　　　　　※ 各種学校行事（入学式、運動会、修学旅行等）を減じると、教室で授業を行う日数は、190日余り

　　　　　　（文科省の示す標準授業時数(1,086単位時間)を日数換算すると181日（≒８月））

　・特別支援学級は、学級の人数が普通学級と比して少なく（1～6名）、具体的な活用事例も少ない

(評価基準)　「Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」

重
点
取
組
テ
ー

マ

検
証
の
ポ
イ
ン
ト

④課題に対する事業手法は妥当か。 A
事業の教育的効果については、全市町村からアンケートで高い評価を得ている。また、全市町村で
来年度も事業を実施する意向であり、一部市町村からも本事業の継続について要望が出されるなど
事業手法は妥当

⑤成果指標と目標値の考え方は妥当か。 B
成果指標及び目標値は、事業の目的である郷土愛の醸成を測定する値として、総合発展計画の実
施計画ＫＰＩともなっており妥当である。なお、事業の直接的な効果も定量的に把握しているが、さら
に研究していく。

⑥「執行率が50％未満の場合の要因分析」の内容・手法は妥当か。

今
後
の
対
応

〇 目的に対し効果も認められ、市町村からも高く評価されている事業であることから継続するが、
今後も学級数や授業日数の減少が見込まれること等を踏まえ、一定の見直しを図る。

令和３年度

小６：55.4％
中３：50.3％

小６：65％
中３：52％

成果指標

①「地域や社会をよくする
ために何かしてみたい」と
思う児童生徒の割合

②

③

単位

実績 ％

当初見込み ％

実績

当初見込み
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